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１．はじめに

１９６９（昭和４４）年にナウマンゾウ化石が発見された北海

道忠類村（現，幕別町）では，その発掘調査に伴って，周辺

地域を含めた地質調査が行われた（十勝団体研究会，１９７１

など）．これらの調査は，ナウマンゾウが生息していた時代

や堆積環境等の古環境を復原する上で重要な資料を提供して

いる．その後には，発掘調査当初から議論の分かれていた年

代（松井ほか，１９７８）についての再検討がある（赤松・奥

村，１９９６など）ものの，周辺環境についての議論はほとん

どない．このような当時の気候や周辺環境などの推定は，単

にナウマンゾウが生きていた時代の忠類周辺の環境復原を行

うのみならず，気候変動に伴って動植物がどのようにその分

布を変化させたのかを知る上で，またナウマンゾウがどのよ

うな環境に生息していたのかを詳しく知る上でも重要といえ

る．

忠類におけるナウマンゾウ化石が発掘された地点におい

て，その産出年代の再検討および周辺環境を明らかにする目

的で２００７年および２００８年に再調査が行われた．その調査で

は，化石産出層準より上位と下位層は産出地点北側の壁面に

おいて，また，発掘地点近くで，産出層を含めて下位層をト

レンチ調査によって堆積層を観察および記載を行った．本論

では，これら結果と，従来研究のデータから，本地域におけ

る堆積環境の復原およびその変化について検討を行った結果

を報告する．

２．層相記載

全体的に，ほぼ礫を含む砂層ないし，礫層であるが，本地

点対象層準の下部に有機質泥層，上部にローム層が発達す

る．これらの層相から本論では，大きくは，有機質泥層が卓

越する下部層（－１０．５mより下位；崖のトップを０cmと

した時の深さ，以下同様），中部層（－５．１m～－３．９m），

上部層（－３．９mより上位）に区分し，さらに中部層は礫

層の卓越層（－５．１m～－８．３m）とその上位の泥層の卓越

層（－５．１m～－３．９m）に，上部層は礫層および砂層の卓

越層（－３．９m～－２m付近）とその上位のロームおよび黒

色土壌層（－２m付近より上位）に細分した．以下，下位

層よりその層相について詳しく述べる．なお，本調査地にお

ける柱状図を第６―１図に示す．

６．忠類ナウマンゾウ発掘地点の堆積環境とその変化
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第６―１図 調査地点の柱状図．
矢印は古流向を示す．
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下部からは現地性と考えられるシリブトビシ（Trapa

macropoda）が記載されており（矢野，１９７２），現世ヒシ属

の生育環境が湖沼，ため池，河川のよどみ等の止水域である

ことから，一時的な水域は，第三泥炭層形成初期にも形成さ

れた可能性があるが，その水域は安定的な環境ではなかった

といえよう．さらに，第三泥炭層のナウマンゾウ化石包含層

準より上位にはヒシが見られないことから（矢野，１９７２），

ナウマンゾウ化石が埋積された以降には，そのような水域の

形成がなくなったと考えられる．

中部層形成時初期には，一時的な洪水が流れ込み，流路が

形成され，網状河川環境となった．この流路充填堆積物は，

化石発掘地域に広く見られる事から（十勝団体研究会，

１９７１），地域一帯に網状河川環境が広がったと考えられる．

ただし，古流向については，初期は南～南東方向が卓越して

いたが，後に北～北北西方向の要素が見られるようになる．

これは，主となる流路が当初は，北西－南東方向の谷から供

給される流れであったものに，南西－北東方向の谷からの供

給が加わったためと考えられ（第６―３図 B），北～北北西方

向からの礫供給による堆積により，元の本流であった北西－

南東方向の谷からの流れは，より北側へ流路を移したのであ

ろう．当時の詳細な古地形は不明であるが，本層を含むホロ

カヤントウ層の分布（山口ほか，２００３）と現在の地形から

は，当時のこの地点は，谷の流出口にあったと推定される

（第６―３図）．従って，礫供給により，谷地形の出口付近に

あたる発掘地域には扇状地が形成されていた可能性がある．

網状河川の形成後，発掘地には流路がなくなり，一時的な水

域ができた．水域の堆積物は旧発掘地域の範囲にみられる事

から（十勝団体研究会，１９７１），少なくともその範囲に広が

りをもっていた．ただし，一部層準に有機質泥層の存在があ

り，発掘地域周辺の東側で厚くなる（十勝団体研究会，

１９７１）事から，東側を中心に一時的に植物を堆積させる湿地

環境にもなった．

上部層堆積初期には，再度流路が形成されるが，安定した

河川ではなく，環境変化が激しかったと推定される．その

後，水環境から遠ざかり，次第に陸化し，ローム層を堆積し

た．

以上のような環境の変化は，構造運動や気候変動に伴う，

より広い範囲での環境変化との関係があると考えられる．た

とえば，ホロカヤントウ層の分布を分断する谷の形成は，相

対的海水準の低下に伴うものと予想されるが，その谷の形成

と，この地域に水域から陸化した事とは関係が深いと考えら

れる．花粉化石などから推定された気候の変化は，第三泥炭

層が現在よりも温暖で，第一泥炭層に向かって，つまり上位

に向かって寒冷になったと考えられており（十勝団体研究

会，１９７１），寒冷化に伴う海水準の低下とも深く関係してい

ると予想される．しかしながら，このような関係性を理解す

るためには，より広範囲の堆積環境変化および地形発達史の

検討が必要であると思われる．

４．まとめ

本論では，忠類におけるナウマンゾウ化石発掘地において

行われた再調査において，化石包含層より上位の地層を対象

に，その堆積環境の変化について考察した．その結果，以下

のような変化があったと考えた．

当初，河川周辺の湿地環境にあり，一時的な水域を形成す

る環境から，形成しなくなる頃にナウマンゾウの骨格が埋積

し，洪水時には土砂を伴った洪水が供給される場所がしばら

く続いた．その後，網状河川により礫供給が顕著になり，当

初は北西方向からの流れが中心であったが，南西方向からの

礫供給により，元の本流はより北側へ移り，南西方向からの

礫供給がなくなった後に，水域が形成された．この水域に

は，洪水などによる一時的な流れ込みがある事から，周辺に

は河川環境があった．また，一時的には東部を中心に植物供

給のある湿地環境になった．上部層堆積時には流路が復活す

るが，安定した河川環境では無く，流路の放棄，流路の復活

を繰り返した後，陸化し，水環境でなくなった．

このような変化は，気候変動に伴う相対的海水準の変化や

構造運動との関連による地形発達史と関係が深いと考えら

れ，その関係性を知るためには，より広い範囲を対象とした

堆積環境変化について明らかにする必要がある．
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